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【先生からのコメント】 

この物語は、南アメリカの先住民に伝わるお話です。 

「森が燃えていました」 

物語はこうして始まります。物語の主人公、ハチドリのクリキンディは住んでいる森が燃

えているとき、どうするのでしょうか？ 

私たちひとりひとりがクリキンディ。みなさんがさまざまな問題に向き合うとき、無力だ

と感じることがあるかもしれません。そのようなときに手に取っていただきたい一冊です。 

「きみがハチドリのクリキンディ、ひとしずくをありがとう！」 

これは出版当時、保育園児だったこどもが辻さんからいただいたことばです。 

みなさんのひとしずくを考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【先生からのコメント】 

ガリレオ・ガリレイは 16～17 世紀の科学者ですが、みなさんのなかには東野圭吾氏の『探

偵ガリレオ』シリーズの主人公・天才物理学者・湯川学をイメージする人がいるかもしれま

せん。 

「それでも地球は動く」 

あまりにも有名なことばですが、この作品はブレヒトが、コペルニクスにより説かれた地

動説を望遠鏡による観察で確信したガリレイの人物とその時代を戯曲化したものです。 

「君たちは何のために研究するんだ？」 

ガリレイの時代、ブレヒトの時代、そして今をいきるみなさんはこの作品のなかの何を見

つめるのでしょうか？ 

おすすめの一冊です。 
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  『ハチドリのひとしずく :  
      いま、私にできること』 
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『ガリレイの生涯』 
 

ベルトルト・ブレヒト  作 

岩淵達治  訳 

https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=BQ00300203&opkey=B150526683914668&start=1&totalnum=1&listnum=0&place=&list_disp=50&list_sort=6&cmode=0&chk_st=0&check=0
https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=BQ00300203&opkey=B150526683914668&start=1&totalnum=1&listnum=0&place=&list_disp=50&list_sort=6&cmode=0&chk_st=0&check=0
https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=BD00506376&opkey=B150526704112758&start=1&totalnum=5&listnum=3&place=&list_disp=50&list_sort=6&cmode=0&chk_st=0&check=00000
https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=BD00506376&opkey=B150526704112758&start=1&totalnum=5&listnum=3&place=&list_disp=50&list_sort=6&cmode=0&chk_st=0&check=00000

